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縮尺図面名

特記仕様書　１
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-01

9.23㎡

12950.10㎡

1.3　工事建物

（2）　建築面積

（1）　敷地面積

1.1　工事件名

1.2　工事場所

第１章　工事概要

第１編　共通事項

（3）　延床面積

（5）　構　造

第２章　一般事項

2.1　適用範囲

 (1)　この特記仕様書は，東京都建築工事標準仕様書，東京都電気設備工事標準仕様書及び

　　　事項又はこれにより難い事項を定める。この特記仕様書に記載されていない事項は、上記

 (2)　この工事は，設計図書に従い施工するが，設計図書に明示されていない事項でも工事

 (3)　本特記仕様書の各項目における●については、本工事おいて適用させるものであることを

　　示す。

特記仕様書

1.4　工事内容

 (3)　上記(1)に伴う外構工事

（6）　主要用途

 (2)　上記に伴う電気設備及び機械設備工事

（4）　階　数

調布市柴崎公園トイレ設置工事

9.23㎡

公衆便所

　　　東京都機械設備工事標準仕様書（令和５年版　以下「標準仕様書」という。）に定めのない

　　　の標準仕様書により施工する。

　　　の性質上当然必要なものは, 監督員の指示に従い施工する。

地上１階

（1）　RC造（PCユニット製）による公衆トイレの新築工事

RC造（PCユニット製）

 (4)　上記(1)に伴う既存公衆トイレ等の解体工事

調布市庁舎は、「ISO14001」に基づいた環境マネジメントシステムを構築し、市庁舎内の

組織が行う事業活動における環境配慮及び環境保全に関する行動を適切に実行することとし

ている。

この取組みには受注者の協力が不可欠であり、工事関係者の業務管理や施工管理などに当

たっては、本制度の趣旨の理解に努め、地球環境保全に十分配慮するものとする。

調布市柴崎２丁目28番地２ 2.7　各種点検，調査，見学会等への協力

2.3　労働安全衛生法に基づく労働災害防止措置等

 (1)　労働安全衛生法第30条第 1項に規定する措置を講ずべき者として本工事の受注者を指

　　　名する。この場合における指名への同意は，本工事の請負契約を締結することにより得

　　　ア　統括安全衛生責任者

　　　イ　元方安全衛生管理者

　　　ウ　店社安全衛生管理者

2.5　工事の入札等について

入札（又は見積書の提出）に当たっては、「私的独占の禁止及び公正取引の確保に関す

 (2)　上記の指名に基づき，労働安全衛生法に規定する次の事項を労働基準監督署長に報告

　　　られたものとみなす。

　　　した場合は，速やかにその写しを監督員に提出する。

る法律」（昭和22年法律第54号）等に抵触する行為を行ってはならない。

 (1)　監督員が施工体制，現場管理，施工管理等の適正化を図るため，各種点検，調査等を行う

　　　場合は，受注者はこれに立会い，協力しなければならない。

 (2)  (1)の各種点検，調査等の結果に基づき，監督員から改善措置等の指示が出された場合は、

　　　速やかにその指示に従わなければならない。

2.2　特許権等の調査について

 本工事の特殊な施工方法に関する特許権等については、その有無を十分に調査する。

 (3) 監督員が必要とする現場見学会等を開催する場合は、受注者は協力しなければならない。

1.2.1　実施工程表

第２節　工事関係図書

●　全体工程表（ネットワーク工程表とすること）　　●　月間工程表　　●　週間工程表

（5）　2.2.4「仮囲い等」において指定された仮設の施工計画書について、監督員の承諾を

受ける。

 (3)　工事記録写真の撮影は，別に定める「財務局工事記録写真撮影要領」（東京都財務局）

1.2.2　施工計画書

1.2.4　工事の記録等

による。また，工事記録写真撮影計画書を作成する。

 (5)　実施工程表は次のものを作成し，監督員に提出する。

1.5　工期

 予定価格を算出しているため、週休2日が達成できなかった場合は労務費補正分を減額変更する。

 本工事は、現場閉所により実施する「週休２日制工事」である。週休２日を前提に労務費を補正し、

（1）　週休２日制工事の適用については以下による。

 詳細は東京都「財務局「週休2日促進工事」実施要項」及び「調布市週休2日制工事実施要領

（以下、「調布市要領」）」を参照すること。ただし、「調布市要領」における「経費」は「労務費」に読み

 替えるものとする。なお、交代制を行う場合は、着手日までに調布市へ必ず申し出ること。また、実

 施方式は途中で変更することはできない。この場合は、東京都「財務局「週休2日交代制工事」実

 施要領」及び「調布市要領」を参照すること。

 作業時間において、環境省が公表する「関東地方_東京_府中地点」におけるWBGT値が31以上と

（2）　気象状況により工期中に発生した猛暑による作業不能日数（当該現場における定時の現場

 なり、かつ受注者が契約工事単位で全作業を中断し、又は現場を閉所した時間を算定し、日数に

 換算したもの（小数点以下第一位を四捨五入する））があった場合は、受注者は発注者へ工期の

 延長に関する協議を申し出ることができる。

　　・ 工事中の仮設電源、給排水は支給する。

　　・ 本工事は公園内に位置し公園の部分使用を前提とするため、公園利用者や歩行者等

　　　に十分配慮した工事計画を策定し、施工すること。

　　・ 工事に伴う仮設計画においては、塵埃土砂等の飛散防止や工事排水等に十分注意

　　　した計画とすること。

　　・ 施工に伴う工事中の誘導表示、各種案内については周辺住民や、公園利用者に

　　　充分配慮し、請負者の責任において実施すること。

　　・交通整理員及び誘導員は、資材搬出入の車両通行時等必要に応じて配置すること。

 (6)　標準仕様書に定める試験機関等については、東京都都市整備局ホームページに登載

　　　されているので、参照する。

　　　なお、設計図書で指定を受けたコンクリートの圧縮強度試験及び鉄筋の引張試験につい

　　　ては、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」に基づく試験機関

　　　等である（公財）東京都防災・建築まちづくりセンター、（一財）建材試験センター等の登録

　　　分類Ⅰ-A、Ⅰ-Bにおいて実施する。

1.4.4　材料の検査等

第４節　材料

1.4.2　材料の品質等

 (1)　本工事において使用する材料のうち、新品を使用しなくても良いものは、（8）による

 (8)　次の材料の品質は、次による

 ●次の材料による品質は「土木材料仕様書」（東京都建設局）による。

 　（土木材料仕様書については、東京都建設局ホームページを参照する。）

 　ア　再生クラッシャラン（RC-40、RC-30）

 　イ　再生粒度調整砕石（RM-40、RM-30）

 　ウ　再生砂（RC-10）

 　エ　再生加熱アスファルト混合物）

 　オ　改良土

 　カ　粒状改良土

　 キ　流動化処理土

 　ク　再生骨材Lを用いたコンクリート

 　ケ　コンクリート用再生骨材H

 　コ　再生粒度砕石（浸透トレンチ用）

1.3.7　施工中の安全確保

　　・ 工事の施工に必要な関係機関との協議・手続きは受注者の責任において行なうこと。

1.3.5　施工条件

第３節　工事現場管理

　　・ トイレユニットは内外装仕上げ、設備仕様等について、監督員の承諾を得たうえで

　　　作製を開始すること。

（4）施工条件は，次による。

 　サ　エコセメント製品の活用（東京たまエコセメント製品の活用）

第１章　総　則

第１節　一般事項

第２編　工種別事項

1.1.2　用語の定義

標準仕様書「1.1.2用語の定義（17）」の表記は、次のように読み替える。

（17）「書面」とは、発行年月日が記載され、署名又は押印された文章をいう。

ただし、関係規定等で署名又は押印を不要とした書類については、署名又は押印がない

場合も有効な書面と取り扱う。

1.1.4　官公庁その他への届出手続等

工事の着手、施工又は完了に当たり。「労働安全衛生法」第88条第１項のほか、関係官公署

その他の関係機関への必要な届出手続等について十分調査の上、これを遅滞なく行う。

1.1.5　現場代理人、監理技術者、監理技術者補佐及び主任技術者

（1）建設業法（昭和24年法律第100号）第26上第3項の規定により専任が求められる監理技術者等

　　は、次の期間については工事現場への専任を要しない。

●工事用地等の確保が未了、自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により、工事を全面的に

1.1.7　工事実績情報の登録

登録内容についてあらかじめ監督員の確認を受けた後，標準仕様書に示す期間内に

登録機関にに登録する。

契約金額が 500万円以上の工事は，工事実績情報サービス（コリンズ）に基づく工事実績

【登録先】　　　　　　　JACICのホームページ「コリンズ・テクリス」を参照すること。

1.1.8　書面の書式及び取り扱い

受注者等が監督員に提出する工事請負契約関係の書類の書式，その提出部数等は，別に

定める調布市総務部「請負者等提出書類処理基準・同要領」等による。

情報の登録を行う。

ただし，これに定めのないものは，監督員の指示による。

契約の証券又はこれに代わるものを発注者に提示する。

1.1.19　保険の加入及び事故の補償

●本工事において、受注者は法定外の労災保険※に付さなければならない。また、当該保険

※法定外の労災保険とは、公共工事に従事する者の業務上の負傷等に対する補償に必要な

　　金額を担保するための保険契約であり、国の労働災害補償保険（労災保険）とは別に上乗せ

　　給付等を行うことを目的とした保険契約をいう。

標準仕様書「1.1.19　保険の加入及び補償（5）及び（7）」の表記は、次のように読み替える。

（5）建設業退職金共済制度に該当する場合は同制度に加入し、その掛金収納書（発注者用）

　　を工事請負契約締結後、原則1か月以内（電子申請方式による場合は原則40日以内）に

　　発注者に提出する。

（7）発注者から共済証紙の受払状況を把握するための請求があった場合は、速やかに共済

　　証紙の受払簿（電子申請方式による場合は掛金充当書（工事別））その他関係資料を

　　提出する。

　　一時中止している期間

●橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター、発電機・配電盤等の電機品等の工場製作を含む工事全般

　　について、工場製作のみが行われている期間

　　当該期間については、請負契約の締結後、監督員と協議の上、書面において定める。

　　なお、当該工場製作過程において、同一工場内で他の同種工事に係る製作と一元的な管理

　　体制のもとで製作が可能である場合は、同一の監理技術者等がこれらの製作を一括して管

　　理することができる。

●工事完了後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続、

　　後片付け等のみが残っている期間。



18.1.3　材料

第１節　一般事項

第１８章　塗装工事

塗料は、トルエン等の含有量の少ない規格品とし、水性形のものを原則とするほか、

図面（仕上表等）による。

＊但し,ユニット建物に関してはユニットメーカーの仕様による。

第２０章　ユニット及びその他の工事 ＊但し,ユニット建物に関してはﾕﾆｯﾄﾒｰｶｰの仕様による。

第９章　防水工事

第７節　シーリング

9.7.2　材料

(2)　シーリング材の施工箇所は、図面による。

　　　　種類は被着体に応じ、次による。

　　　　（RC････RC）変成シリコーン系（MS-2）

　　　　 （RC・･･金属）変成シリコーン系（MS-2）

第１１章　タイル工事

第２節　材料

11.2.1　タイル

 施工箇所 形状寸法 きじの質 うわぐすり

床 磁器質 無釉

役物 備　考

　(1)　タイルの形状、寸法、きじの質等は、次による。

防滑192×192

－

縮尺図面名

特記仕様書　２
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-02

目地込寸法

200□

＊但し,ユニット建物に関してはユニットメーカーの仕様による。第９節　しゅん功図等

（1）提出図書

1.9.1　完了時の提出図書

　　ア　しゅん功図は、次による

　　●　作成する（「1.9.2　しゅん功図」による）

　　イ　しゅん功写真は、次による

　　●　作成する。
　　ウ　保全に関する資料は、次による。

　　●　作成する（「1.9.3　保全に関する資料」による）

第２節　ユニット工事等

20.2.5　トイレブース

（2）パネル表面材はメラミン樹脂とする。

第２１章　外構工事

第２節　舗装工事

21.2.7　ブロック系舗装

（2）透水性インターロッキングブロックの構成及び厚さは下記による。

第３節　排水工事

21.3.1　共通事項

図示の通り、雨水浸透施設（浸透側溝・浸透桝）を設置する

21.2.6　透水性アスファルト舗装

（1）透水性アスファルト舗装の構成及び厚さは下記による（区分：AP)

●表層：アスファルト混合物開粒度2号　5ｃｍ　

　　　　 （ｶﾞﾗｽ･･金属）シリコーン系（SR-1）

第１６章　建具工事

第８節　建具用金物

16.8.2　材質、形状、及び寸法

(2)　引戸用錠は鎌錠とする。

●路盤：再生クラッシャラン砕石（ＲＣ－３０）　15ｃｍ

●フィルター層：フィルター層用砂　15ｃｍ

　　しゅん功図の電子データと同じ電子納品媒体に記録しても良い。

　　ア　建物保全データ　電子データで1部

　　●　作成する。作成内容は、次による。

（1）保全に関する資料の作成は、次による。

1.9.3　保全に関する資料

第２章　仮設工事

第２節　縄張り，遣方，仮囲い及び足場等

本工事の施工に当たり，別途指示する位置に，次の仮囲いを設置する。

　　　●　カラーコーン+コーンバー

　　　●　ガードフェンス　H=1.8（上部：養生シート）+チューブ式保安灯

第３章　土工事

第１節　共通事項

第６節　砂利、砂、割り石及び捨コンクリート地業等

4.6.2　材料

4.6.3　砂利及び砂地業

 (1)　砂利及び砂地業の厚さは、図示による。

 (1)　砂利地業に使用する砂利は、再生クラッシャラン（RC-40）とする。

5.2.1　鉄筋

第５章　鉄筋工事　※但し、ユニット建物に関してはユニットメーカーの仕様による

第２節　材料

鉄筋の種類は、SD 295、呼び名 D10・D13とする。　

第６章　コンクリート工事

第１節　一般事項

6.2.1　コンクリートの種類

コンクリートの使用骨材による種類は、普通コンクリートとする。

＊但し,ユニット建物に関してはユニットメーカーの仕様による。

3.1.3　敷地整理

 (3)　工事の支障となる樹木の処置は、次による。

しゅん功図の作成に当たっては、監督員の承諾を得て設計原図を複写訂正し、しゅん功

　1.9.2　しゅん功図

原図としてもよい。

種類、記入内容及び提出部数は、次による。

（１）　電子データ版（CD-R等）　　　　　　　　１部

 ●　参考解体計画図に示す高木の伐採・抜根。

 ●　参考解体計画図に示す点字案内板の設置に支障となる低灌木の伐採・抜根

6.2.2　コンクリートの強度

基礎コンクリートの設計基準強度（Fc）は、21N/mm2、スランプ18cmとする。

ユニット部の設計基準強度（Fc）は、30N/mm2、スランプ10cmとする。

点字案内板基礎部の設計基準強度（Fc）は、21N/mm2、スランプ15cmとする。

2.2.4　仮囲い等

第４章　地業工事

第４節　レディミクストコンクリート工場の選定、コンクリートの製造及び運搬

6.4.1　レディミクストコンクリート工場の選定

工事開始に先立ち、レディミクストコンクリート工場を選定し、監督員の承諾を受ける。

　　　　　　（結束はビニロンテープを使用すること）

（全国生コンクリート品質管理監査会議の適合マーク付きとする。）

第７節　施工

　　e　ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬ，ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀその他これらに類する舗装用機械

　　d　ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ，ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ，ﾎｲｰﾙｸﾚｰﾝその他これらに類する荷役機械

　　c　電気ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞ，ｻﾝﾀﾞ，ｴｱｸﾞﾗｲﾝﾀﾞその他これらに類するｺﾝｸﾘｰﾄはつり機

　　b　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ及びｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄ

　　a　空気圧縮機

1.7.8　低騒音型・低振動型建設機械

　　　e ローラ類（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ，ﾀｲﾔﾛｰﾗ，振動ﾛｰﾗ）

　　　d ホイールクレーン（ラフテレンクレーン）

　　　c 油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

　　　b 空気圧縮機（可搬式）

　　　a 発動発電機（可搬式・溶接兼用機を含む。）

　　　対象機種（ディーゼルエンジン出力7.5～260kW）

を受けている建設機械は除く。）　　

1.7.7　排出ガス対策型建設機械

次の建設機械は，排出ガス対策型建設機械とする。（道路運送車両法による排ガス規制

次の建設機械は，低騒音型・低振動型建設機械とする。

（参考）

　　　【報告対象となる工事】

　　　①　解体部分の床面積の合計が80㎡以上の建築物の解体工事

　　　②　請負金額が税込100万円以上の建築物の改修工事

　　　③　請負金額が税込100万円以上の特定の工作物の解体または改修工事

　　　※いずれかに該当する場合は、石綿の使用の有無に関わらず報告が必要。

　　　※事前調査結果の報告は原則として、「石綿事前調査結果報告システム」に登録し、

　　　一括で行うこととなっている。

　　　詳細は、厚生労働省HP「石綿総合情報ポータルサイト」、東京都環境局HP「東京都アスベスト

　　　情報サイト」等を参照

エ　事前調査の結果について、法令に基づき、定められた大きさの掲示板を公衆及び作業に従事

　　　する労働者が見やすい箇所に掲示する。

　　　（2）本工事の対象である建築物その他の施設等において、石綿が含有していることが判明し

　　　ている建材等は、次による。

　　　・　分析調査結果による。

　　　・　図面による。

ウ　事前調査の結果について、法令に基づき、報告対象となる場合は、石綿の使用の有無に関わ

　　　らず、原則として「石綿事前調査結果報告システム」により、労働基準監督署及び区役所、

　　　市役所又は多摩環境事務所等に報告する。また、報告した旨を示す資料（システム登録時の

　　　確認メール等）を監督員に提示すること。なお、石綿含有吹付け材の撤去等を行う場合の

　　　官公署への届出とは別であることに留意すること。

工事で使用する各種材料については，アスベストを含有する建材を使用しない。

（1）　新築、改築、増築等の場合でも既存建造物に影響を与える場合は同様の調査を行う。

　　　これには外構工事における工作物等も含む。

　　　工事を進めるうえで、現地の状況により契約図書に定める範囲外の工事を行う場合には

　　　追加の事前調査を行う。なお、新たに分析調査を行う場合は、施工条件の変更とみなす

　　　ことができることとする。

　　　「建材中の石綿含有率の分析方法について」［平成18年8月21日付け基発第0821002号

イ　分析方法は、次による。

第５節　石綿含有建材の調査

　　　（厚生労働省）（令和3念12月22日付け基発1222第18号により一部改正）参照］

　　　　●　JIS　A　1481-1（定性分析）

　　　　 ・　JIS　A　1481-2（定性分析）

　　　　 ・　JIS　A　1481-3（定量分析）

　　　 　・　JIS　A　1481-4（定量分析）

　　　　●　JIS　A　1481-5（定量分析）

　　　「分析を行う者は、十分な経験及び必要な能力を有するもの」については、「建築物等の解体

　　　等の作業及び労働者が石綿等にばく露するおそれがある建築物等に置ける業務での労働者

　　　の石綿ばく露防止に関する技術上の指針に基づく石綿飛散漏洩防止対策徹底マニュアル」

　　　（厚生労働省）を参考とする。また、試料採取に際して、石綿の飛散防止を徹底するとともに、

　　　採取後は石綿飛散防止剤（固化剤）を散布し、粉じんが飛散しないよう補修する。

●透水性インターロッキングブロック　8ｃｍ　

●敷砂層+不織布　2ｃｍ

●砕石（RC-30）　10ｃｍ

●フィルター層　5ｃｍ



N.S.

縮尺図面名

案内図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-03

工事場所：調布市柴崎２丁目28番地２
　　　　　　　（調布市柴崎公園）



内部薄塗材E（凸凹状小粒吹付）

男子：ライニング兼荷物置台

法22条区域
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縮尺図面名

計画概要・求積図・仕上表
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-04

建築面積 延床面積 構造規模主要用途

新築建物 9.23㎡ 9.23㎡ RC造平屋建て公衆便所

■工事概要

敷地概要

敷地面積

都市計画地域

用途地域

防火地域

法定建蔽率

法定容積率

地域・地区

12950.10㎡

市街化区域

第１種低層住居専用地域

40％

80％

第１種高度地区　絶対高さ10ｍ　都市計画公園（柴崎公園）

許可・認可

地名・地番
調布市柴崎２丁目28番地２

設備概要

電気

給水

給湯

排水

換気

既存配線・配管再利用。新設ハンドホールより埋設配管引込

既存給水菅に仕切弁新設の上分岐、新設トイレへ給水

電気式温水器（オストメイト用）

既存排水桝更新、新設トイレより排水

自然給気　自然排気

建物概要

建物用途

工事種別

構造

階数

地盤面

最高の高さ

軒の高さ

公衆便所

新築

RC造（PCユニット製）

平屋建て

ＧＬ＝BM+150mm

ＧＬ+2.375ｍ

ＧＬ+2.250ｍ

建築面積

床面積

9.23㎡

9.23㎡

調布市柴崎公園トイレ設置工事

■求積図・求積表

Ｘ2Ｘ0

Ｙ0

新築建物

新築建物 9.23㎡2.27×4.070＝9.2389

■仕上表　２（その他外部仕上工事）

犬走り コンクリート根巻天端露出　金ゴテ押さえ

園内通路 透水性アスファルト舗装（AP)

点字案内板 SUS製

縁石 プレキャストコンクリート製　（東京たまエコセメント製品とする）

■仕上表　１（ユニット工事）

Ｙ1

4070

男子：アルミ製三方枠

外壁

構造

単層弾性塗装仕上げ（凸凹状中粒吹付）

鉄筋コンクリート造本体

鉄筋コンクリート造屋根

屋根水下側アルミ水切

換気口

保　　険保　証 (一社）日本公園施設業協会　生産物賠償責任保険加入品とする。

(一社）日本公園施設業協会　安全認定ＳＰＬ適合品とする。認    定

衛生設備設　備

バリアフリー：ステンレス換気ガラリ（防虫網付×2）

給排水設備図参照

電気設備図参照電気設備

天井

床 200ｍｍ角磁器質タイル貼（防滑）

間仕切壁 鉄骨下地（□-50×50×2.3、耐水合板ｔ9の上アルミ積層複合パネルｔ3貼）

SUS製トイレサイン

バリアフリー：非常用電子ブザー付回転灯

収納：メラミン化粧合板フラッシュ（管理錠付）、棚板ｔ40、ＳＵＳ製モップ掛、分電盤

汚だれタイル（小便器廻り）（800×600　ｔ6）その他

車止め SUS製　W1000　鍵付着脱式

浸透設備

雨水抑制 浸透トレンチ、浸透桝新設

床下点検口：450□　200角タイル貼　SUS製枠

2
2
7
0

アクリルウレタン塗膜防水仕上げ屋根外部仕上

建具 バリアフリー：SUS製フラッシュ引き戸、表示錠（非常開装置・内部大型サムターン付）・管理錠付

男子：ステンレス換気ガラリ（防虫網なし×1）

その他

内部仕上

内壁 内部薄塗材E（凸凹状小粒吹付）

ステンレス製排水目皿：50A　防臭型

床上掃除口（バリアフリー・男子）

トイレ前面 透水性インターロッキング舗装

雨水浸透トレンチ、雨水浸透桝（東京たまエコセメント製品とする）

掃除用水栓、ステンレスフック

オストメイトパック（電気温水器付）

ステンレス製樹脂被覆手摺一式

バリアフリー：アルミ製FIX窓　強化型ガラスｔ4.0+飛散防止フィルム



番号 底辺 高さ 倍面積

1 32.909 14.507 477.410863

2 36.279 3.696 134.087184

3 58.021 26.079 1513.129659

4 76.592 25.039 1917.787088

5 86.470 21.310 1842.675700

6 95.115 70.379 6694.098585

7 83.469 28.151 2349.735819

8 95.115 16.716 1589.942340

9 76.819 0.870 66.832530

10 75.939 22.771 1729.206969

11 59.020 25.788 1522.007760

12 50.283 2.512 126.310896

13 50.283 7.589 381.597687

14 49.821 6.178 307.794138

15 9.973 4.356 43.442388

16 5.297 2.276 12.055972

17 49.813 8.148 405.876324

18 49.813 6.095 303.610235

19 47.147 9.510 448.367970

20 42.962 19.179 823.968198

21 28.505 16.016 456.536080

22 28.505 6.849 195.230745

23 22.980 13.608 312.711840

24 15.278 10.172 155.407816

1/500

縮尺図面名

敷地求積図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-05

番号 底辺 高さ 倍面積

25 22.980 2.512 57.725760

26 3.309 2.157 7.137513

27 22.984 2.123 48.795032

28 27.158 5.003 135.871474

29 14.357 4.800 68.913600

30 41.857 7.441 311.457937

31 26.171 2.469 64.616199

32 3.803 1.897 7.214291

33 24.911 7.431 185.113641

34 50.862 23.663 1203.547506

25900.217739

12950.108869

番号 底辺 高さ 倍面積

合計

1/2

敷地面積 12950.10
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縮尺図面名

全体範囲図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-06

+10

+310

+310

+210

+10

-2940

-2940

-2730

-3330

-2720

-1550

-1680

-560

-960

-960

+360

-190

土
留
+ﾌ
ｪﾝ
ｽ
（H
90
0） 万年塀（H1800） 擁壁H600～1700+CB2段（隣地）

擁壁H800+CB4段（隣地）
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H800+CB4段（隣地）

CB4段（隣地）

擁壁
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H
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ス
(H
12
00
)（
隣
地
）

フェンス(H1500)（隣地）

フ
ェン
ス
(H
19
00
)（
隣
地
）

フ
ェ
ン
ス
(H
1900)（隣

地
）

フェ
ン
ス
(H
19
00
)（隣
地
）

CB3～
5段
（隣
地
）

C
B
3～
5段
（隣
地
）

フ
ェ
ン
ス
（H
90
0）

フェンス（H1200）

フ
ェ
ン
ス
（H
90
0）

-1150

-1130

-1160

-2480

-2950

-3730

-3320

-3730

-3540-1250

-960

-2800

-2800

-1060

2270

40
70

計画建物
設計GL=BM+150

最高の高さ＝設計GL+2.375ｍ
最高軒高さ＝設計GL+2.250ｍ

19
,2
38

23,878

22,586

道路：法42条１項１号（市道N５６３号線）認定幅員：7.27ｍ

道
路
：法
42
条
１
項
１
号

（市
道
N
５
６
２
号
線
）

認
定
幅
員
：4
.5
0ｍ

道
路
：法
42
条
１
項
１
号

（市
道

C
10
号
線
）

認
定
幅
員
：5
.5
6ｍ

CB2段+フェンスH800（隣地）

フェン
ス
（H900）

8500

8500

44
00

82
71
.4
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縮尺図面名

配置図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-07

ﾏﾝﾎｰﾙ

公共汚水桝天端

止水栓天端

ﾏﾝﾎｰﾙ天端

止水栓

汚水桝天端

汚水桝

法42条1項1号

市道N563号線

土
留

+
ﾌ
ｪﾝ

ｽ

土
留

+
ﾌ
ｪﾝ

ｽ

土留+ﾌｪﾝｽ

土留+ﾌｪﾝｽ

土
留

+
ﾌ
ｪﾝ

ｽ

U
型

側
溝

U
型

側
溝

（
既

存
）

L型側溝W=450

L型側溝W=450

U型側溝

L型側溝W=450

縁石

U
型

側
溝

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

都RC杭

仮ﾍﾟﾝｷ

防犯ｶﾒﾗ

金属標

金属標

仮ﾍﾟﾝｷ

仮ﾍﾟﾝｷ

通
路

：ｺﾝｸﾘｰﾄ敷

既存ハンドホール

立木

枝振り

手洗場

外灯

縁石天端

縁石天端

縁石天端

縁石天端

縁石天端

桝天端

縁石天端

側溝天端

縁石天端

縁石天端

BM±0

+380

+260

-60

+140

+300

+160

+290
+260

+80

+90

+240

+90

+180

+30

止水栓

縁石天端
-70

道路
既存汚水管：HP40

既存給水管：VD25
既存配線　トイレ：CV14.0ｓｑ-2C（ＦＥＰ３０）
　　　　　　 　外灯：ＣＶ５．５ｓｑ-2C（ＦＥＰ３０）

外灯

車止め（W1000×2）新設

点字案内板新設

※計画建物は近隣に居住する者の利用に供する公園に設けられる公衆便所

移動円滑化経路：段差無し、幅員1.5ｍ以上、表面は粗面または滑りにくい仕上げ

計画建物
設計GL=BM+150

2
2
7
0

8
5
0
0

8
5
0
0

4400 4070

1260

中継ポール（新設）

1000

1500

1000

800
800

既存：ダスト舗装

ハンドホール（新設）

19,238

2
3
,8

7
8

2
2
,5

8
6

凡例

透水性インターロッキングブロック舗装（新設）

透水性アスファルト舗装（新設）

※掘削部埋戻の表層は、ダスト舗装（転圧後40ｍｍ厚）とする

7.51

7.35

インバート桝（新設）

公

H

+150

+150

+150

+150

+150

透水性アスファルト舗装+縁石（新設）
縁

石
新

設

縁石新設

+60

浸透桝+浸透トレンチ（新設）

パーゴラ（屋根なし）

H
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縮尺図面名

平面図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-08

建築面積 延床面積 構造規模主要用途

9.23㎡ 9.23㎡ RC造平屋建て公衆便所新築建物

新築建物 9.23㎡4.07×2.27

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ベビーシート

1,5
00

掃除用水栓
（手洗器下部）

ステンレスフック

ベビーチェア

幼児用便座

オ
ス
ト
メ
イ
ト
パ
ッ
ク

（
電
気
温
水
器
付
）

フィッテイングボード

開口W：1000
（有効開口：850以上）

B

B

Aステンレスフック

汚だれタイル

ラ
イ
ニ
ン
グ
兼
荷
物
置
台

掃除用水栓
（手洗器下部）

化粧棚

棚

床下点検口開
口
W
：
8
5
0

A

男子トイレ
床：200角磁器質タイル貼

バリアフリートイレ
床：200角磁器質タイル貼

収納

換気ガラリ 換気ガラリ 換気ガラリ

F
IX
窓

2
2
7
0

1700

4070

2370

60 60

Y0

Y1

X0 X1 X2

内法寸法：2000ｍｍ以上

内
法
寸
法
：
2
0
0
0
ｍ
ｍ
以
上

ポストフォームカウンター

床上掃除口

床上掃除口

排水目皿

排水目皿

※床下点検口には開閉用フック（2本）を納入

壁掛型小便器（受け口高さ35ｃｍ以下）

※トイレ内床面は滑りにくい仕上とする

真北



4070
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縮尺図面名

立面図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-09

西立面図

OPEN

ご協力ください

優先利用に

4070

2
3
7
5

2
2
5
0

1
2
5

開
口
：
1
8
5
0

2
0▽設計GL ▽FL

2270

1
0
0

1
2
5

北立面図東立面図

南立面図

2270

屋根：アクリルウレタン塗膜防水仕上

非常用電子ブザー付回転灯

トイレサイン

アルミ出入口枠

ステンレスフラッシュ
引戸

水勾配

外壁：塗装仕上

2
3
7
5

2
2
5
0

1
2
5

開
口
：
1
8
5
0

2
0▽設計GL ▽FL

アルミ水切

1
2
5

水勾配

外壁：塗装仕上

ステンレス製換気ガラリ
（ステンレス製防虫網付）

ステンレス製換気ガラリ
アルミ出入口枠

トイレサイン

X0 X1 X2 Y0 Y1

X0X1X2 Y0Y1



1
0
0

2270

1
2
5

1
2
5

2
2
3
0

2
0

2
2
5
0

2
3
7
5

5
1
0

2
5
0

5
0

1
5
0

7
6
0

2
0
0

9
6
0

水勾配

115 115

2500

アルミFIX窓

変成シリコンシーリング
10×10

▽設計GL ▽FL

180

240

50

本体芯：2270 240

502750

180配管スペース

バリアフリートイレ

1
0
0
3
0

砕石（RC-40）

捨てコンクリート

打継部：止水材

※屋根パネルは現場にて接合（右図参照）

※網掛部基礎は現場施工

※GL-510以浅の根巻コンクリートはユニット据付後に型枠組立

2
0

開
口
H
：
1
8
5
0

ステンレスフラッシュ引戸

外壁：塗装仕上

1
0
0

1
2
5

2
2
3
0

2
0

2
2
5
0

2
3
7
5

5
1
0

2
5
0

5
0

1
5
0

7
6
0

2
0
0

9
6
0

▽設計GL ▽FL

180

240 本体芯：4070

50 4550

4070115

4300

115

240

50

180

バリアフリートイレ男子トイレ

間仕切壁：鉄骨下地
　　　　　　　アルミ複合パネル貼

外壁：塗装仕上

屋根：アクリルウレタン塗膜防水仕上

アルミFIX窓
ポリカーボネート

変成シリコンシーリング
10×10

砕石（RC-40）

捨てコンクリート

打継部：止水材

根巻コンクリート天端：金ゴテ仕上

配管スペース

アルミ水切

1/30
1/10

縮尺図面名

断面詳細図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-10

屋根―壁　接合部詳細（S＝1/10） 115

1
0
0
～
1
2
5

50 70

60 60

M12用Sインサート

屋根パネル

無収縮モルタル充填

壁パネル

M12ボルト

変成シリコンシーリング
（現場にて施工）

A-A断面図 B-B断面図

汚垂タイル

内壁：内部薄塗材E ステンレスフック

天井：内部薄塗材E

屋根：アクリルウレタン塗膜防水仕上



非常用押釦
表示プレート付

1/30

縮尺図面名

展開図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-11

男子トイレ

バリアフリートイレ

2
2
3
0

2370

X1 X2

2270

Y1 Y0

2370

X1X2

2270

Y1Y0

管理錠

掃除用水栓

9
0
0

6
0
0

ベビーシート

ステンレスフラッシュ
引戸

室内灯

ステンレス換気ガラリ
防虫網付

L型手摺

紙巻器

復旧釦

オストメイトパック
（電気温水器付）

フィッティング
ボード

跳ね上げ式
手摺

受信ユニットボックス

幼児用便座

オストメイトパック
（電気温水器付）

ベビーシート

ステンレス換気ガラリ
防虫網付

室内灯 熱線センサ付自動スイッチ

洗浄釦

紙巻器

跳ね上げ式手摺

幼児用便座

6
5
0

非常用押釦
表示プレート付
ひも付

L型手摺

ベビーチェア

ステンレスフック
化粧鏡

2
2
3
0

1700

X0 X1 Y1 Y0

2270 1700

X0X1 Y1Y0

2270

室内灯

ステンレス換気ガラリ
防虫網なし

室内灯

ステンレス換気ガラリ
防虫網なし

ステンレス鏡

掃除用水栓

1
1
8
0

化粧鏡

ステンレス換気ガラリ
防虫網なし

ライニング兼荷物置台
ポストフォーム

小便器用手摺

ステンレスフック
（収納内）

棚板
（収納内）

出入口開口

ライニング兼荷物置台

小便器用手すり

ステンレスフック

1
2
4
0

1
2
4
0

235

3
5
0
ｍ
ｍ
以
下

A B C D

アルミFIX窓

ステンレス鏡

A B C D

汚垂石タイル

間仕切壁
鉄骨下地アルミ複合パネル貼

汚垂石タイル

1
5
0
0
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縮尺図面名

建具表
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-12

形式

姿図

使用場所

材質

バリアフリートイレ　出入口

扉面材：SUSｔ0.8　HL仕上　扉芯材：水酸化アルミコア

内側大型サムターン、SUS製ガラリ（防虫網付）、ステンレス製ドアハンドルHL仕上

建具表

▽ＦＬ

有効開口：850

1000

引き残し：150

ステンレスフラッシュ引戸

2
0
1
0

2020

備考 ハンガードアクローザー・管理錠・打掛鎌錠（外部表示錠と連動）

枠材：SUSｔ1.5　HL仕上

バリアフリートイレ

枠材：アルミ製

アルミFIX窓　

3
7
0

1
4
8
0

640

▽ＦＬ

バリアフリートイレ

SUSｔ＝0.8　HL仕上　

ステンレス換気ガラリ（ｽﾃﾝﾚｽ製防虫網付）　

2
5
0

1
6
0
0

450

▽ＦＬ

面材：強化型ガラスｔ4.0+飛散防止フィルム

男子トイレ

SUSｔ＝0.8　HL仕上　

ステンレス換気ガラリ　

2
5
0

1
6
0
0

450

▽ＦＬ

450

2
0
0

管理錠

男子トイレ

アルミ製　L-30×30×2.0　

出入口三方見切枠

1
8
5
0

850

▽ＦＬ

開口

形式

姿図

使用場所

材質

収納　パーティション（トイレブース）

780290

450

2
0
0
0

▽ＦＬ

トイレサイン（S=1/10）

2
5

1
6
5

1
5

1
6
5

1
5

1
6
5

2
5

5
7
5

165 2516525 15

395

ベース：ダークグレー

16515 15

395

1
6
5

1
5

1
5

3
9
5

本体：ステンレスHL仕上

盤面：耐候性インクジェット印刷

　　　　（ベース色：図示、ピクト色：ホワイト）

ベース：レッド

ベース：グリーン

ベース：グリーン

ベース：グリーン

優先利用に

ご協力ください

文字：ホワイト

ベース：ダークグレー

パネル・ドア表面材・棚板

笠木・エッジ材　　　

パネル裏打材　　　

充填材　

扉吊金物　

引手　 　

管理用シリンダー錠

その他

：メラミン樹脂化粧板　見込厚40

：アルミ押出材

：MDF厚2.5

：ペーパ―ハニカムコア

：グラビティヒンジ

：ツマミ

：バリアフリー引き戸と同一キー

：戸当り金物（90°ストッパー）



※看板内容は東京都建築物バリアフリー条例に定める
　「案内設備」に適合するものとし、内容については、
　緑と公園課及び監督員と協議の上決定のこと。
※上記協議期間として、看板設置3か月前までには版下
　作成・提出のこと

1/20
1/1

縮尺図面名

点字案内板詳細図（参考）
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-13

板面：アルミt2.0 点字加工

押縁：SUS304 □9×9×1.2 HL仕上

本体：SUS304 □30×60×t1.2

370
1
4
0
0

250

520
既存RC縁石

600

6
0
0

60

3
7
0

60

△
道

路
境

界
線

1
5
3
0

310

6
0
0

6
6
0

4
0
0

1
0
0

600 600

【配置図　S=1/20】

【側面図　S=1/20】 【正面図　S=1/20】

部分詳細図参照

【部分詳細図　S=1/1】

700700

砕石（RC-40）

砕石（RC-40）

金ゴテ仕上げ

本体：SUS304 □30×60×t1.2

画面：アルミ板ｔ2
印刷：顔料インク印刷
凸部：ＵＶ印刷
仕上：電子線硬化型樹脂塗装

押縁：SUS304 □9×9×1.2 HL仕上

基礎コンクリート（無筋）
Fc21N/ｍｍ2　スランプ15ｃｍ

1
2
0
0

背板：SUSｔ1.2ＨＬ仕上げ

▽道路路盤

▽盤面中心
1
9
3
0

既存RC縁石



1/300

縮尺図面名

外構計画図１
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-14

ﾏﾝﾎｰﾙ

公共汚水桝天端

止水栓天端

ﾏﾝﾎｰﾙ天端

止水栓

汚水桝天端

汚水桝

道路

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

土
留

+
ﾌ
ｪﾝ

ｽ

土
留

+
ﾌ
ｪﾝ

ｽ

土留+ﾌｪﾝｽ

土留+ﾌｪﾝｽ

土
留

+
ﾌ
ｪﾝ

ｽ

U
型

側
溝

U
型

側
溝

L型側溝W=450

L型側溝W=450

U型側溝

L型側溝W=450

縁石

U
型

側
溝

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

都RC杭

仮ﾍﾟﾝｷ

防犯ｶﾒﾗ

金属標

金属標

仮ﾍﾟﾝｷ

仮ﾍﾟﾝｷ

通
路

：ｺﾝｸﾘｰﾄ敷

ハンドホール

立木

枝振り

手洗場

外灯

縁石天端

縁石天端

縁石天端

縁石天端

縁石天端

桝天端

縁石天端

側溝天端

縁石天端

縁石天端

BM±0

+380

+260

-60

+140

+300

+160

+290
+260

+80

+90

+240

+90

+110

+60

+180

+30

止水栓（既存）

縁石天端
-70

水飲場（既存）

既存汚水管：HP40

既存給水管：VD25

外灯

車止め（W1000×2）新設

点字案内板新設

設計GL=BM+150

2
2
7
0

8
5
0
0

8
5
0
0

4400 4070

1260

1000

1500

1000

800
800

雨水抑制上の整備範囲（203㎡）

透水性インターロッキングブロック舗装（70㎡）

透水性アスファルト舗装（95㎡）

3000 3000

雨水浸透桝

浸透トレンチ

PC縁石新設

PC縁石新設

園路新設：PC縁石+透水性アスファルト舗装

凡例 雨水浸透施設設置計算書

必要抑制量 12.18ｍ3

自然浸透量 3.30ｍ3

浸透桝浸透量 6.021ｍ3

203×0.06＝

165×0.02＝

2.007×3＝

浸透トレンチ浸透量 2.904ｍ30.484×6＝

合計浸透量 12.22ｍ3

既存配線　トイレ：CV14.0ｓｑ-2C（ＦＥＰ３０）
　　　　　　 　外灯：ＣＶ５．５ｓｑ-2C（ＦＥＰ３０）

公

A-16図D参照

A-16図C参照

A-16図A参照

A-16図A参照

A-16図B参照

A-16図F参照

A-13図参照

H

H



1/100

縮尺図面名

外構計画図２
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

A-15

止水栓

汚水桝天端

汚水桝

既
存
U
型
側
溝

L型側溝W=450U型側溝L型側溝W=450

通
路
：ｺﾝｸﾘｰﾄ敷

既存ハンドホール

立木

枝振り

手洗場

桝天端

縁石天端

側溝天端

縁石天端

+80

+90

+240

+90

+60

+30

外灯

設計GL=BM+150

2
2
7
0

8
5
0
0

8
5
0
0

1260

中継柱（新設）

FL=BM+170
縁
石
新
設

+150

縁石天端

+180

4400 4070

ハンドホール（新設）　

防臭弁

浸透桝浸透桝浸透桝

浸透トレンチ 浸透トレンチ

掃除口

透水性インターロッキングブロック舗装（70㎡）

浸透性アスファルト舗装（95㎡）

3000 3000

雨水浸透桝

浸透トレンチ

凡例

水飲場

A
-
1
6図
A
参
照

A-16図A参照

A-16図B参照

A-16図B参照

A-16図D参照

A-16図C参照

既存縁石タイル

インバート桝：SC-3（H1200）化粧蓋付
　　　　　　　　　（新設）

縁石新設

縁石新設

縁石新設

H

H
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縮尺図面名

外構詳細図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-16

A 縁石　透水性インターロッキング舗装－ダスト舗装

C 浸透トレンチ

920

F 車止め詳細

1000

80
0

25
0

50

250□

R150

底板80Φ×ｔ15
水抜穴Φ15

基礎コンクリート

砕石（RC-40）

本体：SUSパイプ
Φ60.5×ｔ3.0

差込スリーブ
Φ68×ｔ1.5

SUS製蓋+ロックピン

E ハンドホール

600

76
0

10
0

900

砕石（RC-40）
水抜穴(止水栓付）

鋳鉄蓋Φ600
中耐重SUS鎖付

※国土交通省型　H1-6

D 浸透桝（角型）

浸透 角桝

浸透 底塊リング

浸透 底塊フィルター
敷砂ｔ100

透水シート

単粒度砕石S-30（4号）

管口フィルター
SUS製バネ式8ｍｍメッシュ

SUS製細目グレーチング蓋：600□用　T-2　H60 パンチングバスケット 600用
SUS製パンチングメタルｔ0.8
Φ5×P15

80
0

11
00

40
0

角桝用縁塊

角桝用側塊

縁石・インターロッキングブロックは東京たまエコセメント製品とする

※Ｋ＝3.5×10-3ｃｍ/sec　α＝0.81　置換材の空隙率β＝30％として
単位浸透量：0.357ｍ3/ｈ
単位貯留量：0.127ｍ3/ｍ
合計：0.484ｍ3/ｍ・ｈ

※Ｋ＝3.5×10-3ｃｍ/sec　α＝0.81　置換材の空隙率β＝30％として
単位浸透量：1.406ｍ3/ｈ
単位貯留量：0.601ｍ3/個
合計：2.007ｍ3/個・ｈ

ハンドホールはエコセメント製品とする

コンクリート金ゴテ仕上

20
0

※SUS製蓋は必ず車止めの内側に設けること

B 縁石　透水性アスファルト舗装－ダスト舗装

縁石は東京たまエコセメント製品とする

80
0

55
0

60
0

10
0

500

単粒度砕石S-30（4号）

透水シート

敷砂ｔ100

ポラコン製浸透パイプ
内径200Φ外径280Φ

浸透桝等は東京たまエコセメント製品とする浸透パイプは東京たまエコセメント製品とする

12
0

10

50
10

0

120

220

PC縁石：120×120×600

モルタル

砕石（RC-40）

80

20

10
0

透水性インターロッキングブロックｔ80

敷砂層
不織布

40

捨コンクリート

ダスト舗装（転圧後）

50

フィルター層

12
0

10

50
10

0

120

220

PC縁石：120×120×600

モルタル

砕石（RC-40）

15
0

透水性アスファルト舗装

40

捨コンクリート

ダスト舗装（転圧後）

15
0

50

フィルター層

砕石（RC-30） 砕石（RC-30）



・解体工事に先立ってB型バリケードによる仮囲いを設ける。

・当公園はボールの使用が認められているため、バリケード下部に巾木等の侵入防止を施す。

・バリケードにはチューブ式保安灯を設置する。

・車両の出入りに際して、交通誘導員を配置する。

・工事期間中、公園利用者を対象とした仮設トイレは設けない。

・工事完了にあたって、工事利用地内に不陸、段差がないように整地を行う。

1/300

縮尺図面名

仮設計画図（参考）
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-17

ﾏﾝﾎｰﾙ

土留+ﾌｪﾝｽ

都RC杭

通
路

：ｺﾝｸﾘｰﾄ敷

BM±0

道路
既存汚水管：HP40

既存給水管：VD25
既存配線：トイレ（CV14.0ｓｑ+ＦＥＰ３０）
　　　　　　 外灯（ＣＶ５．５ｓｑ+ＦＥＰ３０）

外灯

車止め（W1000×2）新設

点字案内板新設

計画建物
設計GL=BM+150

2
2
7
0

8
5
0
0

4400 4070

1260

中継ポール（新設）

1000
1000

既存：ダスト舗装

ハンドホール（新設）

19,238

2
3
,8

7
8

2
2
,5

8
6

7.51

7.35

・ユニット据付：ラフタークレーン（35ｔ）搬送トラック（14ｔ）を想定。

・仮囲い内は敷地鉄板を敷設する。

・ラフター走行部はプラ敷きにより養生し､カラーコーン+カラーバーにより区画する

凡例

キャスターゲート

仮囲：B型バリケード（上部シート張り、ﾋﾞﾆﾛﾝﾃｰﾌﾟ固定）

誘 交通誘導員

プラ敷：3×6判（72枚）※搬入時等必要な時に敷設

誘

敷鉄板：3×6判（83枚）※常設

カラーコーン+カラーバー

公

H
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縮尺図面名

解体範囲図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-18

ﾏﾝﾎｰﾙ

公共汚水桝天端

止水栓天端

ﾏﾝﾎｰﾙ天端

止水栓

汚水桝天端

汚水桝

ﾏﾝﾎｰﾙ天端

道路

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

土
留

+
ﾌ
ｪﾝ

ｽ

土
留

+
ﾌ
ｪﾝ

ｽ

土留+ﾌｪﾝｽ

土留+ﾌｪﾝｽ

土
留

+
ﾌ
ｪﾝ

ｽ

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

U
型

側
溝

U
型

側
溝

L型側溝W=450

L型側溝W=450

U型側溝

L型側溝W=450

縁石

U
型

側
溝

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

都RC杭

仮ﾍﾟﾝｷ

防犯ｶﾒﾗ

金属標

金属標

仮ﾍﾟﾝｷ

仮ﾍﾟﾝｷ

通
路

：ｺﾝｸﾘｰﾄ敷

ハンドホール

引込柱
トイレ分電盤より
防犯カメラ（2台）に送電

立木

枝払い

ﾄｲﾚ
水飲場

手洗場

外灯

縁石天端

縁石天端

縁石天端

縁石天端

縁石天端

桝天端

縁石天端

側溝天端

縁石天端

縁石天端

BM±0

+380

+260

-60

+140

+300

+160

+290
+260

+80

+90

+240

+90
+100

+110

+60

+180

+30

+130

止水栓

縁石天端
-70

既存桝A

既存汚水管：HP40

既存給水管：VD25

■解体工事計画

○既存トイレの解体

・上屋解体撤去（砕石以浅すべて撤去）

・電気配管配線：引込配線既存再利用

・給水設備：仕切弁以降撤去

・排水設備：既存桝A撤去

○外構等（網掛部）

・インターロッキング舗装撤去

・道路側既存フェンスW2.0m撤去

・公園入口部車止め（鉄製　W1.0m×2台）撤去

・既存樹木枝払い（車両通行部H4mまで）

外灯

インターロッキング舗装撤去：92㎡

車止め撤去

フェンスW2ｍ撤去
既存桝A撤去HP250管撤去

枝払い

枝払い

既存配線　トイレ：CV14.0ｓｑ-2C（ＦＥＰ３０）

　　　　　　 　外灯：ＣＶ５．５ｓｑ-2C（ＦＥＰ３０）

公

H

ﾏﾝﾎｰﾙ

土留+ﾌｪﾝｽ

都RC杭

通
路

：ｺﾝｸﾘｰﾄ敷

BM±0

道路

H
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縮尺図面名

既存建物図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ａ-19

屋根・外壁

軒裏

内壁

天井

床

金属パネル（青色）

建具

金属パネル

金属パネル

金属パネル

モルタル下地100角タイル

鋼製建具

アスベストの含有

仕上表

部位 材料

なし

なし

なし

なし

0.1％以下

なし

なし

29
10

平面図

手洗

2730

物入

29
00

10
0

2910 2730 2910 2730

北立面図 西立面図 南立面図 東立面図

屋根・外壁 金属パネル（黄緑色）

※網掛部はアスベスト含有あり（0.1％以下）の塗材（黄緑色）を示す



－

縮尺図面名

構造設計特記仕様書
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

Ｓ-01

 埋込み(セメントミルク工法)

厚

平成２２年７月１日　発行　
社団法人　東京都建築士事務所協会　監修　東京都建築構造行政連絡会

※修正箇所は下線を引くこと (施工方法等計画書) (施工方法等計画書)5. 鉄筋コンクリート工事 6. 鉄骨工事
適用は    印を記入する。

1. 建築物の構造内容

(１) 地盤調査資料と調査計画

（基礎、杭の位置を明記すること）(２) ボーリング標準貫入値、土質構成

2. 使用建築材料表・使用構造材料一覧表

(2) コンクリートブロック
使用箇所(　　　　　）Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 厚 100 120 150 190

4. 地業工事

 布基礎　・  独立基礎・ 試験掘        有        無・(1) 直接基礎

(4) 鉄骨
(3) 型 　枠

材料　合板厚 12ｍｍを標準とする。 施工は、JASS5による。

型枠存置期間
種類 せ き 板
部位

セメントの

スラブ下 はり下

種　類

早強ポルト 普通ポルト
ランドセメント ランドセメント ランドセメント

高炉セメント

存
置

期
間

の

(5) ボルト
A種

シリカセメント
A種

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
材

令

62

3(日)

8 105

コンクリートの

圧縮強度(6) 屋根、床、壁

仕様・工法材　種 形式　厚　その他 使用個所 注) 1 片持ばり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注) 2 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則としてｽﾗｲﾄﾞ構法 ﾎﾞﾙﾄ止め構法
壁 床版 行わない。

注) 3 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。
屋根

盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注) 4
床版特殊デッキプレ－ト(JIS G 3352) 厚1.2

注) 5 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。
形式　 厚 床版デッキプレ－ト(JIS G 3352) 一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

床版 注) 6 上表以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。

7. 設備関係

注) 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Fc)が

３６Ｎ／mm^u2以下に適用し.鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。

(2) 鉄　筋

鉄筋は、JIS G3112の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項 

を除きコンクリ－トと同様に.JASS 5による。

高強度せん断補強筋は、JIS G3137に規定されるＤ種１号適合品とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さ

は「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造

配筋標準図(1)(2)」による。

鉄筋継手等

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

(2) (1)以外の部位（注） 鉄筋の径（1）引張力最小部位

A　級 B　級 SA級

D(　　）以下重ね継手 40ｄ 35ｄ (　)ｄ

D(　　）以下圧接継手 告示1463号第2項各号

D(　　）以下溶接継手 溶接継手

D(　　）以下機械式継手 機械式継手

注）　（1）以外の部位に設ける継手は.平成12年告示第1643号ただし書きに基づき.日本鉄筋継手協会

日本建築センタ－等の認定.評定等を取得した継手工法の等級で.構造計算にあたって

「鉄筋継手使用基準(建築物の構造関係技術基準解説書2007」によって検討した部材の条件・

仕様によること。
D19未満は、すべて重ね継手とする。

継手部分の施工要領は 社)日本鉄筋継手協会｢鉄筋継手工事標準仕様書」

(ガス圧接継手工事.溶接継手工事.機械式継手工事）による。

ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合.最初の数ロットについては

引張り試験も併用し.1回の試験は5本以上とする。

(1ロットは同一作業班が1日に作業した圧接個所で200箇所程度とする。)

柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、    Ｈ型(タガ型 )     Ｗ型(溶接型 )     Ｓ型(ス

パイラル型)とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する

東京都取扱要綱」第4条の試験機関で行うこと。

試験機関名

代行業者名

代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。
杭　種 材　料 施 工 法 備　考

 打ち込み ＲＣ  ＰＲＣ PRC・

 ＰＨＣ  Ｈ鋼 PHC・

 鋼管  摩擦杭 鋼材  SKK400・

 ＳＣ杭

　　Ｎ/mm^u2コンクリート Ｆｃ＝  ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ 試験杭場所打ち
 Ｆｑ＝ 　　Ｎ/mm^u2コンクリート杭  リバースサーキュレーション 認定

スランプ   　 ｃｍ以下
 アースドリル 第　　　　　号

セメント量  手掘
 ＢＨ  深礎 年　　月　　日 機械掘

鉄　筋 主　筋  SD345

フープ SD295A

杭仕様  施工計画書承認  杭施工結果報告書

試験杭 （    有 ・    無 ） (    打ち込み・    載荷・　　孔壁測定) 本

杭 径(ｍｍ) 設計支持力(ｋＮ) 杭の先端の深さ(ｍ) 本 数 特記事項

 STK490

24

27

18

330

水セメント比

　　 kg/ｍ^u3

％以下60

各杭径ごとに1本以上

(1) 建築場所

新築 増築 増改築 改築(2) 工事種別

必要 必要としない(3) 構造設計一級建築士の関与　　

法第20条第一号（高さ　60ｍ超　）

注(3)構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。

(4) 構造種別

木造（Ｗ） 補強コンクリートブロック造（ＣＢ） 鉄骨造（Ｓ）

鉄筋コンクリート造（ＲＣ） 壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ） 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

(5) 階　数

棟　　地下     階 地上     階 塔屋     階

棟　　地下     階 地上     階 塔屋     階

(6) 主要用途

(7) 屋上付属物

高架水槽       ｋＮ キュービクル       ｋＮ 広告塔 煙　突

(8) 特別な荷重

エレベータ 人乗(ﾏｼﾝﾙｰﾑﾚｽ、ﾛｰﾌﾟ式、油圧式) ホイスト     ｋＮ

倉庫積載床用           Ｎ/ｍ^u2 受水槽       ｋＮ

(9) 付帯工事

門塀 擁壁 駐車場 機械式駐車場

有（                                   ) 無(10) 増築計画

(11) 構造計算ルート 

(3) 鉄筋 種　類 径 使用箇所 継手工法

重ね継手SD295

SD295B ガス圧接継手
異形鉄筋

溶接継手SD345（JIS G 3112)

機械式継手

（                    ）高強度せん断
補強筋

材種

各継手の使用詳細については大臣認定番号　MSRB-
本仕様5.(2)鉄筋の項の鉄筋

　丸　　鋼(JIS G3112) SR235 継手等の■にて表示すること。

溶接金網(JIS G3551) 6φ

SD390

有（   敷地内     近隣）

資料有り 調査計画 資料有り 調査計画 資料有り 調査計画

ボーリング調査・ 静的貫入試験 標準貫入試験

水平地盤反力係数の測定 土質試験・ 物理探査・

試験掘（支持層の確認）・ 平板載荷試験 液状化判定

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ 現場透水試験 ＰＳ検査

注) 上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する

(レディ-ミクストコンクリ－ト　JIS Q 1001.  JIS Q 1011.  JIS A 5308)(1) コンクリート

設計基準強度・ 品質管理強度・ スランプ
適用箇所・・・・ 種　類 備　考

Fc＝Ｎ/ｍｍ^u2 Fq＝Ｎ/ｍｍ^u2 ｃｍ

捨てコンクリート 普通 15

土間コンクリート 普通

普通

柱・梁・床・壁（PC) 普通、 軽量 比重

普通、 軽量 比重

押えコンクリート 普通、 軽量 比重

細骨材の種類 砂 山砂 人工

粗骨材の種類 砂利 砕石 人工

水の区分 水道水 地下水 工業用水

AE減水剤 高性能AE減水剤混和材料の種類(JIS　　　　　　　　　)

材齢（■28日　　　　□56日　　　□　　　　　□　　　）呼び強度を保証する材齢・養生

□　　　)養生（□現場封かん □現場水中 ■標準

■単位水量は185kg/ｍ^u3以下.単位セメント量は270kg/ｍ^u3以上とする。

深度 Ｎ値
標準貫入試験・

土質・
10 20 30 40 50 60

○調査地番

0

1

2 ○位置図

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12
○支持地盤、地層及び深さに・

13
ついてのコメント

14

○孔内水位

○近隣データ の調査地番と・

設計地番とは約   ｍの距離

がある

○備考

(1) コンクリート

コンクリートはJIS A 5308(レディ-ミクストコンクリ－ト)に適合するJISの認定工場

の製品とし.施工に関しては標準図に記載されている事項を除きＪＡＳＳ５による。
耐久設計基準強度 Fd　　一般　　標準　　長期

セメントは、JIS R 5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は調合、打

ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。・

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技・

術センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器・

の表示部を１回の測定ごとに撮影した写真 (カラー)を保管し承認を得る。・・

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験

は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T-603によることとし.

供資体は標準養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

また、打ち込み量が150ｍ^u3を超える場合は150ｍ^u3ごとまたは、その端数ごとに１回

を標準とする。１回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からそ

の必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当たり

６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コン

クリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送・

に際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事する・

こと。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満

ないようにする。

( '03年度版 )

の場合は150分、25℃以上の場合は120分以内とする。

コンクリート打ち込み中及び打ち込み後５日間は.コンクリ－トの温度が２度を下ら

乾燥.振動等によってコンクリ－トの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

給湯設備は、告示第1388号(改正1447号)で定められたアンカーボルト等で緊結すること。

－

又は、同等品

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

デッキ山上床

18

メーカー施工仕様による。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

8. その他

建築設備の構造は.構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

建築設備の支持構造部及び緊結金物には.さび止め等.防腐のための有効な措置を

講じること。

建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは.

風圧・地震力等に対して構造耐力上主要な部分に緊結され.安全であること。

煙突は.鉄筋に対するコンクリ－トのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリ－ト造

とすること。

設備配管は.地震時等の建物変形に追従できること。また.地震力等に対して適切に

支持されていること。

設備機器の架台及び基礎については.風圧・地震力等に対して構造耐力上安全で

あること。

エレベ－タ－の駆動装置等は.構造体に安全に緊結されていること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の

3倍以上且つ5cm以上を原則とする。

給湯設備は、風圧・土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して

安全上支障のない構造とすること。

給湯設備は、周囲に丈夫な壁または囲いを設けること。

給湯設備は、地震時の店等、移動等により人が危害を受ける恐れがないこと。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障

安全上支障のない構造として、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造とすること。

のない構造とすること。満水時の質量が15Kgを超える給湯設備については、地震に対して
厚

コンクリート

 ベタ基礎・

比重

比重 23

D10・D13

1

ALC版            (JIS A 5416)

折板             (JIS A 6514)

ﾛｯｷﾝｸﾞ構法 HDR 構法

13

（□　JIS A 5406)

(3) 杭基礎

3. 地　盤

0.6

リフト　　 　ｋＮ

支持層　―　

18 23

10±2.5 23

21

30

24

37.5

形式 EZ50

深層混合処理工法浅層混合処理工法

載荷試験     有        無・

注)「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センタ－2002」を参考とする。

テノコラム工法(2) 直接基礎

深さ　ＧＬ－ｍ 長期許容支持力度 　 kN／ｍ^u2

耐圧盤

敷地内

法第20条第二号（□RC造高さ 20ｍ超　　□S造4階建以上　　□木造高さ 13ｍ超　　□その他）

鋼板　　　 　 　　(JIS G 3101) 厚3.2 床版

主筋・他

載荷試験     有        無・長期許容支持力度 　　40kN／ｍ^u2

構造設計特記仕様

東京都調布市柴崎２丁目28番地２

－1

公衆便所

 （調査計画      有      無）

S-03による

支持層 - 

註、設計地耐力未達の場合は地盤補強を行う事とする。

深さ GL - 0.96ｍ

(   Ⅰ種   Ⅱ種    Ⅲ種 )

(    Ａ種    Ｂ種    Ｃ種 )

平
均

気
温

20℃以上

10℃～
20℃未満

10℃未満
5℃～

A種
ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ

基礎、はり側、柱、壁

高炉セメント
B種

ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ
B種

中庸熱ポルト

低熱ポルト
ランドセメント

設計基準強度の100％

支　保　工

8

12

8

54

6

設計強度5.0N/ｍｍ^u2

継手部の検査方法：外観検査　　有　　 無、引張試験　　  有　　 無、　

超音波探傷試験　　　 有　　　 無

未定 ( 工事監理者の承諾を受けた第三者機関 )

未定 ( 工事監理者の承諾を受けた業者 )

トイレユニットメーカー仕様による

トイレユニットメーカー仕様による

トイレユニットメーカー仕様による（間仕切壁下地）

トイレユニットについては、下記のほかトイレユニットメーカー仕様による



FS1

基礎リスト表　S=1/50

符号 FS1

断面

厚さ

鉄筋

横筋

250

D13-@200ダブル

D13-@200ダブル

構造仕様

躯体 Fc-21N/mm2スランプ18ｃｍ
コンクリート

捨てコン Fc-18N/mm2スランプ15ｃｍ

鉄筋 D16以下 SD295

砕石

12×28（ベントナイト系）

※地業・コンクリートの各施工及び鉄筋工事は、

「東京都建築工事標準仕様書」に準じること

RC-40

※基礎鉄筋コンクリート及びアンカーボルトは、一次側現場施工

止水材

集水桝補強要領　S=1/50

□300

鉄筋凡例

D10

D13

壁リスト表　S=1/50

符号 W1

断面

厚さ

縦筋

横筋

180

D10-@200シングル

D10-@200シングル

▽設計GL

天端は金ゴテ仕上げとする

2
4
0

本
体
芯
：
2
2
7
0

2
4
0

2
7
5
0

180 4190 180

240 本体芯：4070

4550

240

2
3
9
0

1
8
0

1
8
0

水
勾
配

水勾配

1475

8
7
5

水勾配

1/50
1/20

縮尺図面名

基礎伏図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

S-02

FS1W1 W1

2
0
0

9
6
0 7
6
0 5
1
0

2
5
0

5
0

1
5
0

240 本体芯：4070 240

50455050

180 4190 180

止水材 鉄筋：縦横共D-13＠200ダブル

捨てコンクリート

砕石：RC-40

基礎鉄筋コンクリート

根巻コンクリート（斜線部）
（本体設置後型枠組立の上打設）

基礎断面図　S=1/50

▽設計GL

2
1
0

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
芯
：
2
3
3
0

2
1
0

2
7
5
0

アンカーボルト芯：4130 210210

474
2

アンカーボルト：M16　L=450mm（うち突出長50ｍｍ）
　　　　　　　　　　（全４か所　ダブルナット止め）

アンカーボルト配置図　S＝1/50

基礎伏図　S=1/50

止水材

集水桝：□300　H=60

2
0

70以上

2
5
0

5
0

1
5
0

7
0
以
上

5
0
以
上

40
ｄ＝
52
0

4
0
ｄ
＝
5
2
0

40ｄ＝520

2
0

5
1
0

2
5
0

5
0

1
5
02
0
0

7
6
0

9
6
0

▽
本
体
芯

240 50

180

▽設計GL

2
0

基礎鉄筋コンクリート

根巻コンクリート（斜線部）
（本体設置後型枠組立の上打設）

捨てコンクリート

砕石：RC-40

止水材

変成シリコンシーリング

▽FL

▽
本
体
芯

△
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
芯

30 210

240 50

アンカーボルト：M16　L=450mm

　　　　　　　　　　（うち突出長50ｍｍ）
　　　　　　　　　　（全４か所　ダブルナット止め）

A部詳細図　S=1/20 アンカーボルト詳細図　S=1/20

A部

※開口補強筋はD13



N.S

縮尺図面名

柱状図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

S-03



1/100

縮尺図面名

電気設備図
工事名

調布市柴崎公園トイレ設置工事
■　管理建築士　　川瀬　康和
■　一級建築士事務所　東京都　　第４９６４８号

■　一級建築士　　第３０９８０７号
作図

令和８年１月
図面番号

E-01

汚水桝天端

汚水桝

既
存
U
型
側
溝

L型側溝W=450U型側溝L型側溝W=450

通
路
：ｺﾝｸﾘｰﾄ敷

既存ハンドホール

立木

枝振り

手洗場

桝天端

縁石天端

側溝天端

縁石天端

縁石天端

+80

+90

+240

+90

+60

+180

+30

アース：EM-IE2.0ｓｑ-2C（ＦＥＰ３０）（新設）　　

外灯

設計GL=BM+150

2
2
7
0

8
5
0
0

8
5
0
0

4400 4070

1260

中継柱（新設）

FL=BM+170

新
設
縁
石

防犯カメラ電源:EM-CE2.0ｓｑ-2C（ＦＥＰ３０）（新設）　

既存配線　トイレ：CV14.0ｓｑ-2C（ＦＥＰ３０）　※不要部分撤去
　　　　　　 外灯：CV5.5ｓｑ-2C(ＦＥＰ３０）

+150

■電気設備工事概要

1・引込幹線工事

・既存引込配線CV14.0ｓｑ-2C（FEP30）を再利用

・ハンドホール新設：H1-6型、蓋付（R2K-60）※エコセメント製品

・ハンドホールよりユニット内分電盤まで配線する。

・中継柱新設（H=5.0m114.3Φ溶融亜鉛メッキ、基礎Φ500×H1000）

２・接地工事

・D種接地よりユニット内分電盤まで配線する。

３・その他

・工事中の仮設電源は、上記の既存引込配線を使用する。

・ユニット内分電盤より新設ハンドホール、新設中継柱を経由し

　メッセンジャーワイヤーにより防犯カメラへ架空配線する。

・工事中も防犯カメラが可動するよう、仮設電源より配線する。

・埋設配管深さは600ｍｍとし、埋設シート（ダブル折込品）を敷設する。

外灯電源：CV5.5ｓｑ（ＦＥＰ３０）（既存のまま）

防犯カメラ電源:メッセンジャーワイヤー5.5ｓｑ
　　　　　　　　　　EM-CE2.0ｓｑ-2C（架空配線新設）　

新設トイレ

中
継
柱
（
H
=
5
.0

m
）

ハンド
ホール

トイレ電源:CV14.0ｓｑ-2C(ＦＥＰ３０）（既存転用）　　

防犯カメラ電源:EM-CE2.0ｓｑ-2C
（メッセンジャーワイヤー5.5ｓｑ）　

EM-CE2.0ｓｑ-2C（FEP30）
EM-CE5.5ｓｑ-2C（FEP30）

E（D）

※新設トイレ―ハンドホール間のFEP30は

　　トイレユニットに付属

ハンドホール（新設）※A16図E参照　

E（D）

トイレ電源:EM-CE5.5ｓｑ-2C（ＦＥＰ３０）（新設）　　

EM-IE2.0ｓｑ-2C（FEP30）

H

H

分電盤

浸透桝浸透桝浸透桝

浸透トレンチ 浸透トレンチ



凡例

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF2.0-3C

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF2.0-2C

2.0

2.0

１Φ2W100V

① ③ ④

MCB2P
30/20A

ELB2P
30/30A

RAS

室内灯

5.2W×4

ｵｽﾄﾒｲﾄﾊﾟｯｸ

630W×1

洗浄

30W×1
電気温水器付

E(D)

・･

内部PB　200×200×200　WPVE製

②

トランス

非常用押釦

AC24V

復旧釦

ブザー付回転灯

3.3W×1

L2

L1

L1

RAS

記号 名称 備考

1

N

分電盤

熱線センサ付自動スイッチ 室内灯用（天井取付）

樹脂製

引込用PB

2EET
アースターミナル付接地二口コンセント オストメイトパック用

非常用押釦

ブザー解除釦 30V　3A

30V　0.1A

警報用スペースボックス

トランス

リレースイッチ

警報用回路用

AC24V

L2

受信ユニット用ボックス

樹脂製

ロータンク押釦信号

ステンレス製アース端子付

紐付
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20形 20形

①

①

①

②

②

③

④

③

①

②x3

②

③④

②

2.0

2
.0

①

2.0 ②

E(D)

紐付
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4070

非常用電子ブザー付回転灯

復旧釦

受信ユニット

信号線

非常用押釦

洗浄釦

MCB2P
30/20A

MCB2P
30/20A

MCB2P
30/20A

MCB2P
30/20A

MCB2P
30/20A

園内防犯カメラ 予備

⑤ ⑥

（150×150×100）

1

1

1

2

1

各1

1

1

1

20形

室内灯（20型）

参考姿図

N

記号

4天井取付・LED

記号 PL

非常用電子ブザー付回転灯

防雨型、黄色灯

記号

非常用押釦

30V　0.1A

記号

分電盤　L1

樹脂製

紐付

紐なし 紐付

L1

鍵無し

LED　800ｌｍ　5.2W LED　3.3W

N

1

N

2

N

1

特記
・ケ―ブルはPF管で保護する。
・室内灯は天井取り付けとする。
・電気配線実線部はユニット本体に含む。
・電位配線点線部は一次側現場施工
・アースの必要なものに関してはすべて接地工事施工とする。
・接地工事は一次側現場施工
・空配管には呼び線を入線のこと。
・電線はエコケーブルを使用する。

EM-EEF2.0-2C×2

EM-EEF2.6-2C　E2.0

EM-EEF1.6-2C×3

内部
PB

引込PB

新設ハンドホール

ユニット工事：FEP30のみ

ユニット工事：FEP30（配線は一次側現場施工）

2.0

2.0
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■給排水設備工事概要

1・給水設備工事

２・排水設備工事

・既存排水管（HP250）を再利用

・HP媒介接手を設け、コンクリート製インバート桝を新設。

３・その他

・上記インバート桝からユニットトイレ排水管および雨水浸透桝に接続する。

HP媒介継手

既存汚水管：HP250

既存ハンドホール 既存止水栓

汚水桝

枝振り

汚水桝天端

縁石天端

側溝天端

縁石天端

縁石天端

桝天端

・既存給水管の水飲場分岐以降を更新、ユニットトイレ給水管に接続する。

浸透桝 浸透桝

④

ハンドホール（新設）　

外灯

中継柱（新設）
止水栓

　　　　　　　　　（新設）
インバート桝：SC-3（H1280）化粧蓋付

⑥⑤

大きさ

汚水桝表

番号 勾配 備考

①

②

③

④

200Φ 0.5 2.0/100

ユニット排水管底＝GL-440

2.5 2.0/100

1.5 2.0/100

2.0/100

200Φ

200Φ

深さ

450

500

530

止水弁（20GV・表示札付）

塩ビ製小口径桝（100-200）ワンタッチ開閉塩ビ蓋T2付

防臭弁

屋外排水管：硬質ポリ塩化ビニル管（VP）100A

屋外掃除口：FCO100A（塩ビ製）

屋外給水管：水道用耐衝撃硬質ポリ塩化ビニル管（HIVP）20A

⑤

区間距離（ｍ）

2.0/100

200Φ

600□ 2.0/1001280

1.2

6.8

1140

⑥

200Φ

1.2550

570/1140（ｈ＝570）

VP100

VP250

・埋設配管にはすべて埋設シートを敷設する。

令和８年７月



▽給水管底
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洋便器

衛生器具表

器　具 数　量

バリアフリートイレ

手摺（可動型/はね上げタイプ）

手摺（Ｌ型）

1

1

洗面器（自動水栓）

1

1

1

1

男子トイレ

自動洗浄小便器

手洗器（自動水栓）

手摺（小便器用）

二連紙巻器

1

ステンレス鏡

ベビーチェア

1

1

1洗浄ﾘﾓｺﾝ

普通便座 1

2排水目皿

掃除用蛇口 2

共通

1

1幼児用便座

1

1

コンパクトオストメイトパック

シングルフック 4

ベビーシート

フィッティングボード

1

1

床上掃除口 ステンレス製

仕様

ステンレス製　L＝700　34Φ

ステンレス製　700×700　34Φ

ステンレス製・棚付き2連

フタ無し

壁給水・壁排水・自己発電式

電気温水器3L・石鹸入・停電時洗浄ﾚﾊﾞｰ・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ

平壁接置タイプ　W300×Ｄ250

壁掛け・自己発電・低リップ・汚垂防止床タイル

ステンレス製　600×550　34Φ

床給水・床排水・自己発電式

耐蝕・盗難防止　450×600

ステンレス製

キー式単水栓

ステンレス鏡 1耐蝕・盗難防止　450×600

普通便座一体型

有線式（100V)

W780×D135（使用時D560）

W400×Ｄ87（使用時Ｄ560）

トラップ付、盗難防止チェーン付

【凡例】

VP

HIVP ユニット給水管

・床下給排水管の吊り金具はステンレス製とする

・給水分岐部に設ける仕切弁には、表示札を設置する。

・給水埋設配管にはすべて埋設シートを敷設する。

・新設桝は塩ビ製小口径桝（100-200）ワンタッチ開閉塩ビ蓋T2付

・ユニットよりの出口　管底＝GL-440

・ユニット排水管、給水管は外壁面にてソケット突き出し

水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管（HIVP)
※床下配管：硬質ウレタンフォーム断熱材巻

硬質ポリ塩化ビニル管（VP)ユニット排水管

屋外給水管 水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管（HIVP)
20A

硬質ポリ塩化ビニル管（VP)
100A

屋外排水管

2
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ﾀﾝｸ（3.9L)+水道直結式・掃除口付


